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一 般 書 

 

『父のコートと母の杖』 
一田 憲子／著 （主婦と生活社） 

 

   ６０代の著者が、９０代の父、８０代の母の「老い」を 

受け入れていく過程で「娘」という立場を抜け出し、 

対等な大人として両親と向き合っていく日々の思いを綴っている。 

   記憶の中では、仕事をバリバリしていた父と、テキパキ家事をこなし 

た母。体が弱り、できないことが増えていく今の二人から教えられる 

こととは・・・。 

『人間は老いる存在であること』『「老い」というプロセスを示してく 

れること』この先、年齢を重ねていく私たちにとっても学ぶ意味は大 

きい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

「イギリスでお姫様のような旅がしてみたい」と出た 

祖母の言葉に、一族総出の支援の元、孫をお供にした 

八十代の五泊七日のイギリス旅行が決定！ 

飛行機はファーストクラス、ホテルの部屋はバトラー（客室係）付き、 

 オペラ鑑賞にオリエント急行でのディナー、アフタヌーンティーに 

ショッピングも……祖母姫も大満足の豪華な旅を追体験できます。 

自己肯定感が高く、自信に満ち溢れた祖母と正反対の孫娘、そしてその二人の 

旅をサポートする人々との交流は楽しく、時にホロリとさせられるエッセイです。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

児 童 書 

 

『そうじきのなかのボンボン』 
加藤 絢子／作・絵 （フレーベル館） 

 

古い掃除機の中で暮らす、ボンボンとボンボンパパは、 

掃除機が吸い込んだ「おもしろいもの」を使っておうちをつくり、 

のんびりと暮らしていました。 

そんなある日、掃除機が急にとまり、ついにこわれてしまいました。 

掃除機の中は真っ暗闇に・・・どこかに運ばれるボンボンたち。 

2人はいったいどうなってしまうのでしょうか？ 

   抑えた色調とかわいらしい絵に心がほっこりする絵本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


